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日本の政治経済社会全般の改革のためには、平和 と人権 と女性 ・高齢者 ・移民 ・子 ども

の権利、福祉、医療、環境で先進的 と見られる北欧諸国か ら大いに学ぶべきだ と思われる

が、 と りわ け教 育改革で もそれが重要で はないか1)。 この ように考 え、1997年9月 、 ノ

ル ウェーとスウェーデソの学校 と教育行政機関を訪ねた。

本稿では、その うち、 ス トックホル ム市労働市場 ・教育行政部 と同市立高等学校2校 の

訪問を踏 まえて認識 し得た スウェーデ ソの高等学校を主 とす る教育状況について述べ る。

(一)学 校教育制度の概要

まず始 め に、前 提 と して 、必 要 か つ筆者 が 理解 す る範 囲 で 、 同国の 学校 教 育制 度 の要 点

を記 してお きた い。

これ につ いて は、 最近 の 改革 を 踏 ま えてそ の概 要 を総 括 した英 文文 献 と して 、 ス ウ ェー

デ ソ教 育 科 学 省発 行 冊 子7'加Sω θ4∫s〃E4鷹 α如 πSッs吻 ¢2)が あ る。 本節(一)は 、基 本 的

に これ に拠 り、 その 他 の資 料 や 聞 き取 りに よってそ れ を補 足 す る こ と と した い(本 節 で は

この冊 子 か らの 出典 頁 は 本文 に括 弧 書 きで示 す 。)。

ス ウ ェー デ ソの学 校 教育 系統 図を示 す と、次 頁 の 図1の とお りで あ る(p.1)。

義 務 教 育 及 び後 期 中等 教 育 につ いて は 、1985年 に制 定 され た 学校 法(Skollagen(1985:

1100)と そ の91年 の 大 改 正 及 び92、93、94年 の 諸 改 正 に よ って 基 本 が 定 め られ て い る

(pp.18,28)3)。97年 現 在 、義 務 教 育 は7歳 か ら16歳 ま で の9年 間 で あ り、基 礎 学校(gru-

ndskolan)で 行 わ れ て い る(pp.18-27)。 就 学 前 教 育 につ い て は 、85年 に 国 会 は 、91年 か

ら1歳 半以 上 の幼 児 全 員の 就学 前 教育 を 受 け る権 利 を保 障 す る とい う決定 を 行 った が 、95

年現 在 この 目標 を まだ達 成 して い な い コ ミュー ソ(commun,英municiparity。 市 、町 又

は 村 に あ た る地 方 自治 の 単 位)も あ る(p.14)。 な お 、97/98学 年 度 か ら、 親 が希 望 す る な

らば子 ど もは6歳 か ら基 礎 学校 に 就学 す る ことがで きる よ うにな った(p.1及 び聞 き取 り)。
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図1ス ウェーデンの学校教育系統図

後期中等教育は、従来、3年 制の アカデ ミックな学校 と概ね2年 制の職業教育を主 とす

る学校等で行われていたが、91年6月 に一律3年 制の高等学校に統一する改革が決定 され

95年 に完全実施 された。 これに より、92年7月 か ら20歳 以下のすべての若者が無償で高等

学校(gymunasium)で 教育を受 ける権利が保障 されている(p.284))。 なお、92年 現在、

義務教育修 了後90%以 上の者が直接 に高等学校 に進学 し、その うち90%近 くが4年 以内に

高等学校の学習を修 了 している5)。

また、知的障害者に対 して高等学校教育を提供す ることは コミュー ソの義務 とされてお

り、知的障害者のための高等学校には全国共通、 コミュー ソ特設お よび個人学科の諸学科

が設け られてい る。 これ らの全学科 は4年 間の課程であ り、最小限3,600時 間の授業を保

障 されて いる5)。 この授 業時数 は、一般 の高等学校授 業時数の 自然 ・社会 ・芸術学科

2,150時 間、職業教育学科2,370時 間 よ りはるかに多い。
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なお 、94年7月 か ら、20歳 を過 ぎた 者 に対 して高 等学 校 のす べ ての 科 目が成 人 高等 学校

教 育(英adultupperseconndaryeducation)の 形 で 高等 学 校 と同 じ教 授 要 目(syllabi)

で コ ミュー ソに よって与 え られ て お り、学 科 所定 の 科 目を 全部 修 了 した者 は高等 学校 卒 業

証 書 を得 る こ とがで きる。

教 育課 程 につ いて は 、そ の基 本 的価 値 と 目標 、 ガ イ ドライ ソ等 を 国が定 めて い る。一 般

の義 務 教 育 学校 の新 教 育課 程 は97/98年 度 に完 全 実施 され 、聴 覚障 害 ・視 覚 障 害及 び言 語

障 害 の第10学 年 は98/99年 度 実 施 の予定 で あ る。 高 等学 校 、知 的障 害 者 のた め の高 等学校 、

コ ミュー ソ立 成 人教 育 、成 人 のた め の 国立学 校 及 び知 的障 害 者 のた めの 成 人教 育 の新教 育

課程 は、94年7月 か ら実施 されて い る6)。

高等 教 育 は 、1977年 の 高等 教育 改 革 に よ り、伝統 的 な総 合 大学 、 専 門大学 の外 、 カ レ ッ

ジや様 々な 中等 教育 後 教 育機 関 が高 等教 育機 関 と して位 置づ け られ て ぎた が 、93年7月 、

新 しい 高等 教 育法(HigherEducationAct)が 実 施 され た 。95年 現 在 、国 立施 設 と して

●大 学(universities)6、 ●各 地 の ウニ ヴ ァー シテ ィ ・カ ッ レ ジ15、 ●singlefaculty

institution4、 ● ス トックホル ムに芸 術 ユ ニ ヴアー シテ ィ ・カ レッジ7、 ●県 立 医療 技 術

カ レ ッジ26が あ る(p.38)。 な お 、 私 立 人学 は従 来 、 ス トッ クホル ム経 済 大 学1校 で あ っ

た が 、94年7月 か ら国立 大 学2校 が 新 た に 独立 機 関 とな った7)。 高等 学 校 修 了後 、 約3

割 の者 が 直 ち に 高 等 教 育 機 関 に進 学 して い る(p、40)。92年 の 統 計 で は 学 生 数25万7,000

(内 、postgraduate:15,800、undergraduate:230,500、distanceeducation通 信 教育:

10,700)で あ る(P.42)。 生 涯 学 習 の 思 想 と制 度 は同 国 の教 育 の特 色 を な してお り、 一

旦就 業 してか ら大 学 に 入学 した学 生 の割 合 が大 きい と見 られ る。85年 の統 計 を参 考 にす る

と、大 学 生15万8380人 の構 成 は 、24歳 以 下:38.2%、25-29歳:24.0%、30-39歳:25.0%、

40歳 以 上:12.8%で あ った8)。 なお 、表1は ス トックホル ム市 の学 歴 水 準 別人 口分布 で あ

る9)。

表1教 育水準別人口分布(ス トックホルム市20-60歳1993年)

人 数 %

男 性 女 性 男性 女性

後期中等教育前

後期中等教育2年 未満

後期中等教育2年 以上

後期中等教育後3年 未満

後期中等教育後3年 以上

不明

38,683

48,787

38,646

30,360

39,689

11,639

36,476

57,537

34,754

39,020

35,625

8,910

19

23

19

15

19

6

17

27

16

18

17

4

合 計 207,804 212,322 100 100

StockholmsStad,"ハ46π α磁Wo吻 θη 腕s'oc肋o伽 ヱ995",p.21
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学位 については、大学の学部 レベルの修業年限2年 のデ ィプロマ、3年 以上の学士号、

4年 以上の修士号の一般学位のほか、修業年限が分野に よって異 なる医学、工学など特定

の専門職に結びつ く専門職学位がある。大学院 レベルでは修業年限2～2年 半の リサ ソシ

エイ ト、修業年限4年 のPh.Dが ある(pp.40-41。 前掲図1参 照)。

教員は、基礎学校の教員は総合大学また は専門大学において養成 され る。従来、第1～

3学 年担当教員と第4～6学 年担 当教員 とは異なる課程で養成 され、第7～9学 年の教科

担 当教 員は総 合大学 または専門大学 におけ る学位取得者を対象 とす る1年 間の教育理論 ・

実践課程において養成 されていた。88年 か ら導入 された新制度では第1～ 第7学 年担当教

員養成課程 と第4～ 第9学 年担 当教員養成課程 との2課 程 が設げ られ、いずれ も修業年限

3年 半～4年 半である。また、後者課程の学生は教科学習を拡充す ることによって高等学

校教員の資格 も取得で きるようにな った10)。

高等学校の普通教科担 当教員は、2な い し3の 教科 に関す る学部 レベルの学位取得の後

に、1年 間の教育理論 ・実践課程を履修 していることが要件 とされ る。93年 度か らの新制

度では学部 レベルの学位取得が要件の高等学校教員資格取得のためには、2年 間の主要教

科の履修、1年 半又は2年 間のその他の教科の履修及び1年 間の教員養成教育を受けなけ

ればな らない。高等学校 にはPh.d学 位又 はそれ と同等の学位を要件 とす る教員資格 もあ

る。高等学校の職業教育科 目は、経済学又は技術の学部 レベルの上級学位を有す る教科担

当教員又は職業教育担 当教員に より行われる。職業教育担 当教員養成は、当該職業教育分

野に関する理論面 と実践面の両方の教育を受け実務経験 を有 してい る者 に対 して、教 員養

成大学において教職関係の教育を実施する ことに よって行われる11)。

国の教育行政機関 と しては、教育科学省、学校 庁、特殊教育庁、全国高等教育庁、全国

奨学金庁がある。教育科学省は、政策立案、カ リキュラムの指針作成、教育改革の進捗状

況に関す る追跡調査 と評価、学生に対する奨学金の支給 について責務 を負ってい る。学校

庁は初等中等教育及び成人に対す る学校教育 についての具体的施策の計画 ・実施 とその評

価、校長 ・教 員の研修に関す る調査研究を行 ってい る12)。

地方 自治制度 は、1977年 地方 自治法の枠組を基本的に継承 した1991年 地方 自治法に拠 っ

ている。地方 自治体には、日本の市、町又は村に相当する一次的 自治体である284の コミュー

ン(commun)と 、広域的二 次的 自治体で ある23の ラソズテ ィング(landsting。 以下 、

「県」 とす る。)と の2種 類がある。教育に関 しては、高等教育 ・研究は国が管轄 し、高

校教育のうち ごく一部の特定の職業教育課程及 び障害者教育は県が管轄 してお り、義務教

育、高校教 育、及 び成人教育等の学校教 育は コ ミュー ソ当局が直接 に管轄 してい る13)。

各 コミュー ソ及び県の議会は、学校における教育活動が国の定める法令 ・指針等に従 って

行われているか否か、また教育活動を実施す るための適切な環境が整備 されているか否か

について監督を行 うため、一つない し複数の委員会を設置 している14)。
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(二)ス トックホルム市の教育行政 と高等学校

ス トックホ ル ム市15)の 教 育 行 政 に つ い て の聞 き取 りは 、97年9月10日 午後1時 か ら午

後3時 過 ぎま で2時 間 余 り、市 庁 舎(STADHUSET)1階 の 同市 ・業 務訪 問 部(Technical

Visitdepartment)の 長 ・ビル ギ ッタ ・ブ レイ ラBirgittaBreile氏(女 性)の 執 務 室 、扉

に レZSN刀VσSENHE7ENl1V併 せ て英 文 で7'θc伽 ∫6α1切sπsと記 され た部 屋 でお こな った。

本節 で は 、主 と して ス トックホル ム市 に おけ る高 等学 校 とそれ に 関す る同市 の教 育行 政

に つい て 、記 述 の都 合上 、 こ こで の 聞 き取 り ・提 供 資料 内容 を基 本 と し、そ れ に他 の資 料

と前 日に訪 問 した2校 での 聞 き取 り内容 を つけ 加 えて述 べ る。

(1)ス トック ホ ル ム市 教 育 行 政16)

同市 教 育行 政 につ い て の説 明 ・応対 は、市 の 労働 市場 ・教 育局(英LaborMarketand

EducationDivision)の マ リー ・セ ー ルMarieSal1氏 、及 び 、 同 局 の権 限 に 属す る事 務

を遂行す る ス トックホル ム市 労働 市場 ・教 育行政 部(Stockholm・stadArbetsmarknad-och

utbildningsf6rvaltningen)の 職 員で ある グニ ラ ・ハ リソソ ・ネ レバ ドGunillaHarrysson-

Nellevad氏(い ず れ も女 性)か ら受 け た。

ス トッ クホル ム市 議 会 の構 成 は、97年9月 現 在 、表IIの とお りで あ る。議 員選挙 は国会

議 員選 挙 と同 じに 行わ れ 、任 期 は4年 で あ る。

現在 の与 党 は、社 会 民主 労 働者 党(以 下 、社

民 党 と略 す。)、 左翼 党 、環 境 党で あ る。

議 員 が 構 成 す る 市 議 会CityCouncilの 議 決

に よって政 策 決定 が行わ れ る。 市議会 の立 案 は、

各 政 党 の議 員勢 力 に比 例 して選 ばれ る常任 委 員

会(CityExecutiveBoard。13人)が 行 う。

97年 現 在 、市 業 務 は8つ の部 門 に分 げ られ て

お り、 この うち最 重要 部 門 で あ る財 政 部 門の長

が市長(Mayor)で あ り、そ の他 の7部 門(財 政 、

都 市 計 画 、道 路 ・建築 、文 化 ・ス ポー ツ、労 働

市場 ・教育 、社 会福祉 、環境 ・青少 年 、 生態 循

環(eco-cycle)の 各 長 が 副 市 長(vicernayors)

表IIス トックホルム市議会政党別議員数

(1994年9月 選挙による)

で あ る。 市 長及 び副 市長 は 、全 日制 の職 業政 治 家(ful1-timeprofessionalpoliticians)で

あ り、4年 任 期 で市 議会 が選任 す る。 市長 及 び 副市 長 は議 員で あ って もな くて もよい。 市

長 と副 市長 で 「市 長 会 議」(CouncilofMayors)が 構 成 され る。市 長 は 、市 長会 議及 び市

議 会 常任 委 員会 の 議 長 で あ る。 現 在 の 市長 は社 民 党 のMatsHuth氏 で あ る。 上記8つ の
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部門 には各11-13人 の委員(政 党が選 び、 うち各数人は議 員、他 は専門家)が 構成す る委

員会が設げ られ、各部門の政策決定 はその委員会で行われる。

労働市場 ・教育部門の政策 決定は、労働市場 ・教育委員会が行 う。現在 は社民党、左翼

党 、環境党が連携 して市議会与党政権を構成 しているか ら、基本的には これ らの政党の政

策 が 実施 され る。 労働 市場 ・教 育部 門担 当の副 市長 は社 民 党の ラル ス ・ロー ドLars

Radh氏 であ る。 ス トックホルム市教育について、前半 、政策面 を重点 に私 たちに説 明 し

て くれたマ リー ・セール氏は社民党の顧問であ り、 ロー ド氏の下には同様の顧問があと2

人い る。彼 らの立場 は選挙 による政党への信任にかか っている 「政治家」である。後半、

高等学校制度や統計を主 と して説 明 して くれた グニラ ・ハ リソソ ・ネ レバ ド氏は 「政治家」

ではな くて上記の市議会常任委員会や市長会議や市長 、副市長の下で行政 を行 う職員であ

る。

ス トックホル ム市は人 口約70万 人(94年)で 規模が大 きいので、97年1月 か ら24の 区に

分け、各区に区議会を置 き、区議会は規模に応 じて11～13人 の代議員で構成 し、代議員 は

各政党が推薦 し市議会が任命す る。区には長が置かれ区議会の決定が実行 されるよう責任

を負 う。

市発行 リー フレッ トには区議会の権限 と して28項 目があげ られてお り、その中には、

●児童福祉 ●学校生徒福祉●特別な必要のある子のための教育、母語教育を含む基礎学校

教育 ●6歳 児就学前教育 ●学校保健 ●青少年 リクレー シ ョン ・セソター及び青少年のため

のその他の リク リエーシ ョソ活動 、などの教育関係項 目が含まれている。

(2)ス トックホル ム市 の高等学校

[1]高 等 学 校 の学 科(program)

98年 度 、義 務教 育修 了後 ス トックホル ム市 の生 徒 が進学 す る高 等学 校(Gymnasieskolor)

と して は 、市 立 高校23校 、市立 聾 高等 学 校1校 、 農業 教 育 高等学 校3校(自 然 利 用学 科2

校 、 庭 園 科1校)と 養 護 高 等 学 校6校 を 合 わ せ て 県 立 学 校(Landsingskommunala

skolor)9校 、 私立 高等学 校(Friest盒endeGymnasieskolor。 直訳 す れ ば 「自由設 置 高 等

学 校」)11校 が あ る17)。

こ の 外 に 、 コ ミュ ー ソの 成 人 教 育(komvux)を 専 門 に 行 う 市 立 の 成 人 高 等 学 校

(vuxengymnasium)が2校 あ る。 ちなみ に この2校 の定 員 合 計 は5,400で あ る。 成 人 高等

学校 教 育 は 、 この外 い くつ か の一 般 の高 等学 校 で も行 わ れ てい る18)。

日本 の 高等 学校 の 「学 科 」 に あた るス ウェー デ ソの高 等学 校 の学 習 教 育上 の 大区 分 は 、

現在 の ス ウェー デ ソで は"program"で あ る。

表IIIは 、労働 市 場 ・教 育 行政 部 が 高等学 校 案 内 で示 して い る同市 にお け る高等 学 校 の学

科(program)一 覧で あ る19)。
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表mス トックホルム市における高等学校の学科

国の定める16学 科(太 字)と その細分学科(● 印)及びス トックホルム市独自設置学科(◎ 印)

幼 児 ・リク レー シ ョン科 建築科 電気科 エネルギー科

(細分科な し) ●建築板 ● オ ー トメ ー シ ョ ソ ● エ ネ ル ギ ー

● 家 屋 ・施設 ●電子 ●航海術

●絵画 ●装置設定 ●VVS

◎節約を伴う電子

芸術科 車両科 商業 ・経営科 手職科

●美術 ・造形 ●飛行機 (細分科な し) ●手 職 ※

●音楽 ●4輪 車

●舞踊 ・演劇 ●車両技術

◎音楽商業/商 業音楽 ●輸送

ホ テ ル ・レス トラ ン科 工業科 食品科 メディア科

● ホテ ル ●工業 ● パ ソ職 ・菓 子 職 ●情報及び広告

● レ ス トラ ソ ● プ ロ セ ス ●製 肉 ・肉屋 ● 出版 メ デ ィア

●大規模家政 Process

Storhushall ●紡織 ・製服

■木工

自然利用科 自然科学科 保 健 科Omvardnad 社会科学科

(細分科な し) ●自然科学 ●保健 ●経済学

◎動物保健Djuvard ●技術学 ●歯科保健 ●人文学

●社会学

◎EU関 係調整

出 典98/99年 度 用 生 徒 向 け 学 校 選 択 案 内 冊 子:STOCKHOLM・STADArbetsmarknad-och

utbildningsf6rvaltningen,1レ 裾5々 己zブ㎎zノ ∂4舩P,1997,sidan7.

※ 注 実 際 は 多 数 の 手 職 に 分 か れ て い る 。

高等学校 の学科については、国が16の 全国的学科(denationellaprogrammen)(強 調

文字で示 した。=引 用者)と そ の細 区分で ある"gren"(● 印。以下、 「小学科」 と記

す。)の シラバスを定 めている。16の 全国的学科 のうち、高等教育進学向けは 自然科学科

と社会科学科(直 訳すれば、社会 についての学 の学科)の2つ で あって、残 りの14は 職業教

育の性格を持 ってい る。従来職業教育向け後期中等学校は2年 制だったが、新制度で一般

教育学校 と職業教育学校が全部3年 制の高等学校 と して統一 されたのは、現在の労働市場

が生徒が理論的学習を していることが必要 と しているからであるとい う。 ス トックホルム

市では、職業教育学科 に進む生徒は約3割 である(後 掲表IX、 参照)。

国の定めには、全国的学科の外に、地域的学科(10kalprogram)の 制度があって、 コミュー

ソは地域的に特色のある学科を設けることができる。それが16学 科のいずれかの基準 に合 っ

ていれば、その学科 の地域的小学科(lokalgren)と して認め られ る。

ス トックホルム市 では、98/99年 度 、表III中の◎ 印の4つ の地域小学科が置かれ る。他
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面 、ス トックホルム市 には、例 えば、●飛行機科(交 通機 関科)は ない し、自然利用科 は

地域学科 の動物保健科以外はない。飛行機 や森林を学ぶには生徒 は ウプサ ラ市にゆかなけ

ればな らない。

また、高校には、個人学科(individuelltprogram)の 制度があ って、 これ には国の レベ

ルで定め られた 目標による指示は何 もな く、期間 も学習内容 も様 々で よく、学習計画は生

徒個人の必要 に応 じて定め られ る。 どの学科に進むか決めかね てい る生徒が様 々な学科の

科 目を試みに学んで もよい し、義務教育内容の修得が不充分で通常の高校での学習が困難

な生徒が学んで もよい20)。 ここで1年 学んだ後、高校 の通常学科 に進んで もよい し3年

間 この課程で学んでいて もよい。個人学科は、ス トックホルム市立高校23校 の うち17校 で

設げ られている。

市はまた、"ITK"と い う外国か らきて2年 間ス ウェーデソ語を勉強 して ぎた生徒 のた

めの教育課程 も設 けている。

ス トックホルム市にある特徴的な高校 と しては、バ レー(舞 踊)学 科 をおいてい る高校

(RIDDARFJARDSSKOLAN/SVENSKABALETTSKOLAN)、 音楽教育に特長を出

して いる高校(SODRALATINSGYMNASIUM)、 レス トラ ソとホテルの学科だけ と

い う高校(STOCKHOLMSHOTELL-OCHRESTAURANGSKOLA)な どがある。

高校は、各学校に対 して年間1人 当た りい くらとい うように市がお金を出 して各学校が

運営 してい る(経 常 的経費の ことか。未確認。)。97年 は6万 クローナである。

職業高校は特長を出そ うと努力 している。また、多 くの学校 は競争 している。

私立高校 もあるが、生徒比率は非常に少 ない21)。基準 を満たす ものには コミュー ソか

ら助成金が出される。

表IVコ ァ科目なお
、高等学校 には3年 間勉強 した後、高校で続けて(単 位は時間

。高等学校の授業

勉強できる課程 もある。いちばん短 い課程で1年 である。 の1単 位時間は60分・)

特に コソ ピュー タではその ような課程 が必 要 とされてい る。

[2]学 習教 育 内容

高等学 校 の授業 時 間は3年 間で 、 自然科 学 、社会 科学 、

芸 術 の 諸 学 科 で2,150時 間 、 そ の 他 の 職 業 教 育学 科 で

2,370時 間 、 また 、 そ の うち全 学 科 が 共 通 に履 修 す べ き

コア科 目(k6rnamnen)の 授 業 時 数 を 表IVの とお りに 、

国 が定 め て い る。 表V、 表VI、 表 皿 は 、 コア科 目を 含 あ

た主 な学科 の授 業時 数 の よ り細か い規定 で あ る。 表Vで 、

個 人 選 択 科 目(Individuellaval)と あ るの は生 徒 各 個 人

が選ぶ 科 目であ る。 地域 的付 加又 は科 目認可 実践(Lokalt

till6gge1.amnesankn.praktik)は 、各 コ ミュー ソが 国
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の 基準 以 外 に付 け 加 えて 定 め る地域 的 必修 科 目な どで あ り、特 別学 習(Specialarbete)は 、

生 徒 が論 文 ない しが レポー トな どを ま とめ る科 目で あ る。

表V高 等学校学科 時間計画

(高等学校の1授 業単位時間は60分。)

芸 術 科 自 然 科 学 科 社 会 科 学 科
そ の 他
の 学 科

科 目 自然科学 技 術 学 経 済 学 人 文 学 社会科学

時 間 数 時 間 数 時 間 数 時 間 数 時 間 数 時 間 数 時 間 数

スウェーデン語又は

第2言 語 としてのスウェーデン語
200 200 200 200 200 200 200

英語 150 150 150 150 150 150 110

社会科学 90 90 90 90 90/200 300 90

宗教学 30 30 30 60 60 60 30

数学 150 300/240 300/240 200 150 200 110

自然科学 30 30 30 100 100 100 30

保健体育 80 130 80 130 130 130 80

芸術実践 30 30 30 30 30 30 30

歴史 80 80 80 80 190 190

哲学 40/0 40/0 40 40

心理学 0/40 0/40 40 40

地理学 50 140

言語2 190 190 190 190 190

言語3 0/190 190

ラテン語(一般的言語知識を含む)

又は言語4
240/190

人文学又は社会科学上級 60/0 60

物理学 220 220

化学 180 140

生物学 110 50

技術学 60 270

環境学 0/60 0/60

芸術科 目 990

経済学科 目 510/320

職業科 目 L370

個人選択科目 190 190 190 190 190 190 190

地域的付加又は科目認可実践 110 100 80 110 80 110 110

特別学習 20 20 20 20 20 20 20

合 計 2,150 2,150 2,150 2,150 2,150 2,150 2,370

資 料 提 供:ス ト ッ ク ホ ル ム 市 労 働 市 場 ・教 育 行 政 部
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表VI自 然科学科時間計画

科 目 自 然 科 学 小 学 科 技 術 学 小 学 科

コ ー ス 時 間 数 コ ー ス 時 間 数

スウェーデン語又は

第2言 語 としてのスウェーデソ語
AB200 AB200

英語 AB150 AB150

社会科学 A90 A90

宗教学 A30 A30

数学 A-E300/240 A-E300/240

自然科学 A30 A30

保健体育 AB130 A80

芸術実践 30 30

歴史 A80 A80

哲学 40/0

心理学 0/40

言語2 AB190 AB190

物理学 AB220 AB220

化学 AB180 A140

生物学 AB110 A50

技術学 A60 A-C270

環境学 0/60 0/60

個人選択 190 190

地域的付加又は科目認可実践 100 80

特別学習 20 20

合 計 2,150 2,150

資料提供:ス トックホルム市労働市場 ・教育行政部
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表孤 社会科学科時間計画

科 目 経 済 学 小 学 科 人 文 学 小 学 科 社 会 科 学 小 学 科

コ ー ス 時 間 数 コ ー ス 時 閲 数 コ ー ス 時 間 数

スウェーデソ語又は

第2言 語としてのスウェーデソ語
AB200 AB200 AB200

英語 AB150 AB150 AB150

社会科学 A90 A/AB90/20C ABC300

宗教学 AB60 AB60 AB60

数学 ABC200 AB150 ABC200

自然科学 AB100 AB100 AB100

保健体育 AB130 AB130 AB130

芸術実践 30 30 30

歴史 A80 AB190 AB190

哲学 40/0 40 40

心理学 0/40 40 40

地理学 A50 AB140

言語2 AB190 AB190 AB190

言語3 ABO/190 AB190

ラテソ語又は言語4 240/190

上級人文学又は社会科学 60/0 60

経済学科目 510/320

個人選択科 目 190 190 190

地域的付加又は科目認可実践 110 80 110

特別学習 20 20 20

合 計 2,150 2,150 2,150

資 料 提 供:ス トッ クホル ム市 労 働 市 場 ・教 育 行 政 部
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表皿 は、学 科 に よって履 修 科 目の学 習 内容 が異 な る例 を示 した もので あ り、数学 の場 合

は この よ うにA、B、C、D、Eの 学 習 コー ス(kurser)が 設 け られ てい る。 この ような各

学 習 コー スの シ ラバ ス も国が定 めて い る22)。

表V皿 学科(・ 小学科)に よる数学履習の区別

芸 術 科 自 然 科 学 科 社 会 科 学 科
そ の 他

の 学 科

自然科学 技 術 学 経 済 学 人 文 学 社会科学

A A A A A A A

B B B B B B

C C C C

D D

(E) (E)

資 料 提 供:ス トッ クホ ル ム市 労 働 市 場 ・教 育 行政 部

数 学 にA～Eの5つ のkurseが あ る。 この 限 り、わ が 国 の 「教 科 」 と して の 数

学 に 「科 目」 と して の 「数 学1」 「数 学II」 等 が あ るの に 似 て い る。

[3]高 校の学科の選択

高等学校の設置 ・運営は特定の分野の職業教育学科を例外 として、 コミューソの権限で

ある。 ス トックホルム市労働市場 ・教育行政部 は、98/99年 度進学の学校選択のため、生

徒に向けてA4判50頁 の 翫4∫ 肋 ノog痂 加P(「 何を私 は選ぶべぎか」)と 題す る高等学

校学科案内冊子23)を 作成 してい る。 これは主 と して ス トックホル ム市立 高校 の案内で あ

り、[1]に 既述 の市立高等学校24校 、県立学校9校 、私立高校11校 の一覧を載せている。

ちなみに、最終 ペー ジの私立学校(自 由設置高等学校)の 一覧の標題のす ぐ下 には 「これ

らの学校 も君は選ぶ ことが出来 る。 もっと情報が必要な らそれぞれの学校に尋ねな さい。」

と書かれてあ り、 ヴァル ドル フ学校3校 、3つ の国際学校 とともに、国の定 める商業 ・経

営科、芸術科 、社会科学科、 自然科学科 、工業科学科などの1つ あるいは2つ をお く5つ

の学校の所在地、設置学科が紹介 されている。同労働市場 ・教育行政部は、また別に、各

高等学校案 内を一冊 にまとめたSTOC1(HO五 ハ4soyMσNA&ES1(〇 五〇R(変 形B5判32

頁)も 発行 している。

それでは、生徒各人が望む高等学校 ・学科への入学希望 は満た され るのであろ うか。 日
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表D(高 等学校学科 ・コース別進路集計

ス トッ クホ ル ム市 立 高 等 学 校

1997年 度 最 終 入 学

コ ー ド 学 科 ・ 小 学 科 等 定 員 全希望 第1希 望 入学数 うち女子入学者 女子比率 欠 員

BF 児童及 び レク リエー シ ョソ科 211 260 123 163 115 71% 48

BP 建築科 96 127 41 72 5 7% 24

EC 電気科 237 442 231 237 2 1%

EN エ ネ ル ギ ー 科 117 209 104 117 7 6%

ES-028 芸術科職業音楽 57 240 142 57 24 42%

ES-DA 芸術科 ダンス 12 43 20 12 12 100%

ES-DT 芸術科 ダソス ・演劇 164 306 154 164 121 74%

ES-KF 芸術科絵画 ・造形 151 291 136 151 100 66%

ES-MU 芸術科音楽 32 49 15 32 15 47%

FP 車両科 171 256 141 171 4 2%

HP 商業 ・経営科 318 584 241 318 141 44%

HR ホ テ ル ・レス トラ ソ科 489 914 471 489 217 44%

HV-FL 手職科栽培 13 98 42 13 13 100%

HV-FR 手職科理容師美容師 94 248 144 94 90 96%

HV-GU 手職科金細工 13 41 22 13 12 92%

HV-SK 手職科仕立て屋 29 76 30 29 28 97%

HV-TA 手職科壁張り 14 28 10 14 12 86%

HV-OV 手職科その他 2 3 2 2 0%

IB バ カ ロレア寄宿生 22 40 33 22 10 45%

IP-IN 工築科工業 14 28 9 14 3 21%

IP-TA 工築科木工 46 66 32 46 2 4%

LP 食品科 68 218 56 68 53 78%

MP-IR メデ ィア科 晴報 ・広告 144 436 184 144 61 42%

MP-TR メデ ィア科印刷物 54 160 49 54 16 30%

NP-03 自然利用科動物保健 94 245 146 94 82 87%

NV 自然科学科 1,416 2,042 1,256 1,416 537 38%

NV-4AR 自然科学科4年 制 27 71 37 27 8 30%

NV-E 自然科学科英語基礎 55 94 22 55 30 55%

NV-FL 自然科学科女子 31 76 45 31 31 100%

NV-FO 自然科学 科研 究 コー ス 49 188 131 49 31 63%

NV-MU 自然科学科音楽指向 60 132 84 60 35 58%

NVE 自然科学科英語指向 46 250 141 46 30 65%

OP 保健科 56 86 35 51 44 86% 5

SM-SMI 社 会科学科 特別 コース 89 216 97 89 64 72%

SMROl 職業 ダ ソス 32 31 30 31 21 68% 1

SP 社会科学科 1,848 3,024 1,718 1,848 1,050 57%

SP由02F 社会科学科EU英 仏語 14 16 14 10 71%

SP　OET 社会科学科EU英 独語 17 5 8 7 88%

SP-02F 社 会科学科EUフ ラ ソス語 28 58 28 25 89%

SP-02T 社会 科学科EUド イッ語 27 43 27 25 93%

SP-E 社会科学科英語基礎 28 19 28 24 86%

SP-MU 社会科学科音楽 28 48 28 21 75%

SPE 社会科学科英語 45 95 45 33 73%

合 計 学科 6,558 6,458 6,471 3,171 49%

(注)欠 員欄 以外 の空 欄は 、合成元の一方 の表の欠欄項 目。 資料 提供;ス トックホルム市 労働市場 ・教 育行政部
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本の ように激 しい受験競争や不本意入学などは生 じていないのだろ うか。

表IXは 、 ス トックホル ム市 にお ける97年 高校 入学 に関す る労働 市場 ・教 育行政部 の

"S
ammanstallningsamtligastudievagar"(全 進路集計)と"Andelflickor"(女 子

比率)と 題す る2枚 の資料か ら抜 き書 ぎ合成 した もので ある。 「全志願者」欄は第2希 望

も(こ とに よると第3希 望 も?)含 めた数の ようである。 これに よると、入学者の全志願

者に対す る比率は、 コー ドNVの 自然科学科で1416/2042≒69%、 コー ドSPの 社 会科学科

で1848/3024≒61%と なる。 この点を尋ね ると、グニラ ・ハ リソソ ・ネ レバ ド氏の答えは、

次のような ものであった。

生徒は2月 に進路希望を第3希 望まで書いて提 出す る。

希望が多い学科に対 しては、定員を増やすな ど して大体第1希 望に入れ るように

してお り、少な くとも第2希 望 まで含めるとほぼみんな希望の学科に入学 している。

現在は、工芸や理容師 ・美容師の コースが人気がある。

16歳 とい う年齢では自分の進路を決めることは難 しく、友達が行 くか ら自分 もそ

の学校 ・学科 に行 くとい うような ことも多いのだか ら、必ず しも当初希望 どお りの

第1希 望に進学できな くて も概ねそれでいいのだ。

単なる自然科学科や社会科学科でな く英語でそれを学ぶ とかい う特別の小学科な

ど(表 中 コー ドNV-FO、NV-MU、NVE、SPO-2F、SP-02T、SP-MUな どか。)、

第1希 望で定員を超える学科の入学では、やは り中学校での成績が決定要因になる。

国も教育行政機関 も生徒がで きるだけ 自然科学科に入ることを望んでお り、この

方面に進 めば仕事 も多 くある。

自然科学科に入 ったが学業 についてゆ くのが難 しい生徒が社会科学科に変更する

こともで きる。

学 力が不足 しているのにどう して も自然科学科に入 りたいとい う生徒向けには4

年制 の 自然科学科(表IX中 の コー ドNV-4AR)も 用意 されてお り、個人学科で1

年間学力をつけてか らで も入学で きる。

それに20歳 を過 ぎて例 えば どうして も歯医者にな りたい人は、必要な ら成人のた

めの高等学校か ら学び始 めることがでぎ、ス ウェーデ ソでは学習 はいつか らで も可

能で ある。

なお、ス ウェーデ ソの義務教育は現在のところ7歳 入学で9年 間であるか ら、それを終

えて16歳 以上で高校に入学 して4年 間就学す ると20歳 を過 ぎることになる。

(3)そ の他

以上の外、同市の教育についてセール氏か ら次の ような説 明を受けた。

①学校教育の 目標は コミュー ソが定 める。そのためス トックホルム市労働市場 ・教育委
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員会では、S々01ρ1αη声7S'oc肋01〃z1995-1998を 作成 した。 これ に基づ く市の 目標が達

成 されたかどうか、結果を評価 してゆ くことが重要である。

②市の労働市場 ・教育部門が 目標を定 めて校長に指示を し、学校では校長が責任を持つ。

③生徒の学校参加が大事であ り、生徒が小さい ときほ ど重要で ある。 スウェーデ ソの教

育では、生徒が選択できる機会を与えることを重視 してお り、選択は、 どうい う教育内容、

どうい う学習方 向、どうい う学校を選ぶか とい うことを含んでいる。 しか し、選択では優

先順位が問題で あって、社民党は近 くの学校に行 くことを重視 してお り、それは社民党の

政治的決定である。

④教育予算は年10億 クローナ、労働市場 ・教育部門で20億 クローナである。(1ク ロー

ナ≒15.9円 。97年9月10日 現在。)

⑤ ス トックホルム市の高校生は、97年9月 現在、3学 年合わせ て1万9,401人 で ある。

21世 紀にかけて高校生が一時的に5万7千 人増えるが(全 国で?。)、 再 び減少す る。 ス

トックホルム市であと5つ の高校が必要になる。今の市 の予算ではそれに対応す ることが

困難で ある。

⑥教師の給料が安か ったがそれを今、上げてい っている。 ところが今、予算は全体 と し

て減 らさなければな らない。

上述 の外 さらに、ハ リソソ ・ネ レバ ド氏か ら次の ような説 明を受けた。

⑦学校への父母参加に関 しては、ヘ ソモ ・ス コー ラソ("hemochskolan"か?英 訳

す ると"HomeandSchoolCommittee"に なるとい う。)が 各学校 にあ り、ス トック

ホルム市 内24の 各学校 区に もその組織体がある。全国会議 もある。 この会議には法的な権

限はない。

⑧高等学校の生徒会は各学校 にあ り、生徒会を束ねる全国機関 もある。各学校 に生徒会

を設置するべ きだと定めている法規はない。法律では生徒は民主主義 に基づいて教え育て

られるべきだ と定 めているだけである24)。

⑨ 高等学校の標準的な規模は、概ね生徒数850人 ～1,000人 である。ヘー グラソ校は高校

としてはいちばん小さ く定 員160人 、一番大 きいセ ソ ト・エ リクス高校は1,650人 である。

⑩教 育条件に関す る統計 は統計担 当部局が扱 ってお り労働市場 ・教育局にはないが、生

徒/教 職員比は、概ね、1,500人 の生徒 に対 して100人 の教職 員がいる。

高等学校 の一学級の生徒数は30-32人 で ある。そ の通常の学習教室 は60m2、 天井の高 さ

は2.7mと 定 め られてい る(一 般家屋は2.4m)。

⑪現在 ス トックホルム市の教育で課題 となっていることは、基礎学校、高等学校 とも校

舎を改善す ることであ る。

⑫基礎学校では、モデル校を作 って新 しい教育方法を開発 してい る。特に、授業の中に

イ ソターネ ッ トを取 り入れることで ある。 イソターネ ッ トを活用 している学校は、学習が

一180一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前ビジネス学院 「研究集録」第17号(1997年)

よく進んでい る。 これに関 して、年輩の教員の中には 「字を書かな くなる」 「本を読まな

くなる」 などとい う抵抗がある。年間約1億 クローナを投資 して設備改善を していってい

る。

(三)エ ンシ ェー デ ・ゴー デ ス高等 学校

エ ソシェーデ ・ゴーデス高等学校(EnshedeGゑrdsGymnasium)は 、 ス トックホル

ム中央駅の南方約5kmの エ ソシェーデ ・ゴーデス地域 にあ り、職業教育を主 とす る学校で

ある。9月9日9時 半に こち らを訪問 し、 まず、UlfJonsson(ウ ル フ ・ヨソソソ)氏 か

ら職業教育を重点にスウェーデ ソの高等学校 と当校 の教育について説明を受け、その後 同

氏の案内で実習授業を含 めて見学 させ ていただいた。同氏は、学習を中心に担 当す る副校

長ない し教頭に当た る職 にある。実習担当の教員か らも話を聞かせていただいた。 ヨソソ

ソ氏のかな り丁寧な説明の一般的な部分の多 くは既述に取 り入れた。以下では、エソシェー

デ高校に固有の事柄を主 と し、その他、既述 と重複 しない内容を記す。

(1)学 科 ・学 習内容

歴史的には職業教 育と進学 向けの高等学校 とは制度的 に別の学校 であ り、エソシェーデ

高校は古 くか らの職業学校だ った。90年 代の始 め総合的高等学校制度に改善 され、それに

伴い、従来、ス ウェーデ ソ語で"linje"(リ ニエ。英語のlineに あたる語。)と 言われて

いた後期中等教育の課程の種別が、近代的な"program"と い う概念に置 き換 え られた。

(本稿では、これを原則 として 「学科」 と記す。)

エソシェーデ高校には、次の学科 がある(括 弧 内は、学 科の細 区分=gren(小 学科)

またはさらにその細分 コース。生徒数 は1学 年あた り。)。

●車両科(車 両)16人x4ク ラス=64人

●手職科(理 容師 ・美容師養成)32人 ×2ク ラス=64人

●工業科(木 工)16人=1ク ラス

●食品科(パ ソ職及 び菓子職、並びに、製 肉職及 び肉屋)18人 ×4=72人

●個人学科

また車両科、パ ン職 ・菓子職科を補充す る次の特別の課程がある25)。

●車両電気技術(PU)1年 間の課程

●パ ソ職 ・菓子職(PU)1年 間の課程

また、障害者のための特殊 クラスもある。

98/99年 度 か ら自然利用科(動 物保健)が 設置 される。

生徒は特別課程PUも 含め ると約800人 、教職員数は80人 、 うち通常教員外の職員は給
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食5、 清掃3、 事務的職員5、 用務 員2、 副校長2、 パー ト教員2な ど20人 である。

エ ソシェーデ高校には、訪問 した本校の外に、次の3つ の分校がある。

●500m程 はなれた ところにあ る障害者特殊 クラスと車両科中心の分校

●グローベ ソの駅の近 くにある食品科の製 肉小学科の分校

●5kmほ どはなれたベス トファイヤーの電話会社 エ リクソソの近 くにある移民 ・外

国人のための特別学科 と個 人学科の分校

生徒は必要 に応 じて本校 と分校を行き来 して学んでいる。

職業教育を主 とす る高等学校 での学習科 目は、一般には既述の表Vの 最左欄の ように定

められている。それを概括す ると、 コア科 目680時 間、職業科 目1,370時 間、個 人選択190

時間、地域付加実践110時 間、特別学習20時 間、合計2,370時 間である。

職業科 目時間の中、3年 間で360時 間(15週 間)が 学校外社会での実習 と定 められている。

職人になるには昔は職場 で見習いを していた。

今は、その基本の相 当部分を学校で教育 して資格が とれる ようになってい る。

実際、見学 した木工 、パソ製造、菓子製造の実習設備 ・器具 ・状況、できあがった椅子

や室 内家具、パ ソや菓子を見ると、素人判断ではあるが、概ね生徒 は基本的な製品を作 り

得るところまで学習 しているようであった。

ただ し、資格証 明は関係業界が認めて出す。高校卒業生がは じめにとれる職業資格は ジ

セール(Gesallbrev)で ある。そ のあと経験 を積んでマ スター(Masterbrev)が とれる。 パ

ソ職の場合は、この学校での3年 の学 習の後1年 の現場実習を経て ジセールが とれる。木

工、理美容 も学校を卒業 して企業で見習いを して資格を とる。木工の ジセール取得のため

には、大体210時 間か ら500時 間で作品を作 る。

食品科は、1年 目は共通で、2年 目にパ ソ ・菓子小学科 と肉 ・ソウセージ小学科 に分か

れる。前者の うち菓子は3年 学習の後1年 の特別 コースがあ ってその学習で資格がとれる。

他 は学校 には特別 コースはな くて、就職 して働 きなが ら資格修得を 目指す。

車両科 も2年 目か ら乗用車と大型 トラ ックに分かれる。

職業のための学科学習では、例えばパ ソ職人になる課程では、原料の研究、燃料の効率

的使用、衛生管理 などについて学習す る。学習内容は、学科(program)毎 に国の基準で

定め られている。

エソシェーデ高校で生徒 各個人が選び得 る個人選択科 目"lndividuellaval"に は、例

えばパ ソ ・菓子科な らチ ョコレー トとかキ ャラメル とかの科 目が ある。110時 間の 「地域

的な付加又は科 目認可実習時間」(表Vの 下第3行 参照)と いうの は、生徒が選ぶ のでは

な くて教師が これは生徒が弱いなどと判断 して定め る。

パ ソや菓子、木工製 品は、3年 生以上の生徒が作 った ものは売って よいことにな ってお

り、実際パ ソと菓子は この学校に売店を設げて実費で安 く売 っていた。理容師 ・美容師の
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コースでは2、3年 生はお客 をとって もいい ことになってお り、年金生活者などが利用す

る。結果的には 「練習台」のようになることもあるとい う。

木工は、家庭用内装品 ・家具の製作を主 としていた。今、 スウェーデ ソの青年には、手

作 りを主 とするこの分野の仕事は割合好まれている、また、 この分野の スウェーデ ソ家具

はイケヤな どを通 じて輸出 もされてい るとい うことであった。実習室 には、本格的な作業

機械 が備え られてお り、生徒は図面を与 え られて製品を作れるようにな ることが求められ

ている。なお、木工実習の指導教員は彼 自身が工場を もってお り、職業資格を持 ってそ こ

で工員 も教えていた。その経験 ののち大学で教職のための学習を して教員になった という。

計算など生徒に もっと学 力が必要 と思われ ることもあるが、生徒は遅刻が多いなどいろい

ろ問題はあるが喜んで学習 してお り若者に教えるのは楽 しい、 とい うことだ った。

理容 ・美容の実習室と準備室では、 日本のやや大 きい方の理容店 くらいの室に本式の鏡 、

パーマの設備等を備えた理美容席が10程 備え られてお り、準備室の棚には実習用の顔人形

やかつ らが100～200程 用意 されている。 このような理美容実習室が、生徒3学 年6ク ラス

に対 して見学 した2つ の外にさ らに2つ あるとい う。

(2)学 校管理運営への生徒参加、その他

上述 の外、エ ソシェーデ高校での見聞内容を列挙すると次のとお りで ある。

①学校管理への生徒参加の組織 と しては、学校会議(skolkonferens)が ある。校長 を

補助す る機関で あって敢えて英語でい うと"advisorycommittee"に なる。法的な権限

はない。校長が主宰 し教員代表2、 教員外職員代表2、 生徒代表2で 構成 している。生徒

代表 は生徒会で選んでいる。

そ こで生徒代表が出 して くる要求は、例えば、給食を良 くせ よ、とか1週 間の うち5日

ピザに して欲 しいとか(笑 いなが らの副校長の言。)、 飲物の 自動販売機を設置せ よとか

で、学習内容に関す る要求はあま りない。

② 日本の高校の文化祭 とか体育祭 などというような生徒が 自治的に行 う活動は、 「オー

プ ソ ・デ ィ」以外にはない。 オー プソ ・デ ィは、生徒、教職員が協力 して学校の様子を紹

介す る日で、 この 日には中学校の生徒や在校生の親、卒業生 も来 る。今年は11月15日 、午

後2時 か ら8時 までを予定 している。

③学校の給食は無償である。菜食主義 とか、宗教的理 由を別 とす ると定まった食事内容

は全員一律であ る。一・人当た り3万5,000～4万 クロー ナかか ってい る(年 間?)。 給食

費は、義務制学校では無償 と法定 されているが、それ以外では無償義務規定はない。ス トッ

クホル ム市では無料であるが コミュー ソの決定 によって徴収す ることができ、実際に徴収

してい る例 もある。

④高校教育の 「無償」 は、職業教育の実習教材費 ・材料費等を含めて、無料だ とい うこ
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とであ り、高等学校教育を受け るために生徒や親が負担す る費用 は一切 ない。教科書な ど

は貸与制 にな っている。ただ し、6km以 内の通学のための交通経 費は、個人負担である。

⑤ エソシェーデ高校の理容師 ・美容師科で学んでいる男子生徒は2人 しかいない。菓子

づ くりも大部分は女子である。逆に木工科 には女子はほとんど在籍 していない。

⑥ この学校に入学 した生徒が 当初の学科の課程を修 了 している率 は、おお よそ90%で あ

る。 しか し、当初の学科を諦 めた生徒に対 しては、個人学科など、受け皿 はある。20歳 ま

での者の学習は学校が カバーす る。

(四)ヘ ーグ ラ ン高 等学校

9月10日9時 半 、 ス トックホル ム中央 駅 の西 北西 約8kmのBromma地 域 に あ るヘー グ ラ

ソ学校(H6glandsskolan)を 訪 ね た。 手違 いが あ って 見学 の 旨が徹底 して い なか った が 、

グニ ラ ・セ ダ ス トレム校 長(RektorGunillaS6derstr6m)は 教 員会 議 の あ る忙 しい 中

を 時 間 を割 い て よ く説 明 し、化学 の 授 業を 見学 させ て くれた 。 同校 で の 見聞 は、既 述 との

重 複 を省 け ば 、次 の ようで あ る。

(1)学 校 ・生徒 の特徴 、化学 の授 業 な ど

ヘー グラソ校は、基礎学校 と高等学校の両課程を備 えている学校であ り、 このような学

校 はス トックホルム市で は当校だけ、全国で も公立学校では唯一である。1931年 の学校創

立の時か らこうい う形 で始まってお り、それを良いと考 えて現校長 も引 き継いでい る。基

礎学校 は地域 の生徒が来てお り、高等学校は全市か らきている。生徒数は全校で460、 高

等学校 だけの定員は160で あ る。学童保育や6歳 児保育※の保母、給食係等 も含 めて教職

員は60人 であ り、 この うち教員 は40人 であ る(※ 前記の ように、ス ウェーデソでは現在6

歳児か ら基礎学校 に就学す ることができ、 この学校では 日に午前中3時 間ほど勉強を し、

あとは学童保育に している。)。

校長 によれば、基礎学校か ら高等学校 まで生徒の年齢幅が大き くて子 どもの成長 の様子

が良 くわか ることや、教員が研究熱心で研究方法に興味を もって教育に当た っていること

が この学校の良い点で あ り、生徒は安心感 をもって学校にきている。敢 えていえば同 じ学

校 にばか り来ていることに問題 もある。一般的にい うと、社会的変化 と しては親の労働時

間が長 くなってきてお り、親子の接触時間が少な くな って きている ことか ら子 ど もの成長

上の問題が生 じ易 くな っている(な お、 スウェーデ ソでは、夫婦の気持ちが合わない と簡

単に離婚す るが、 これが子 どもには深刻な影響を与えているという。)。 幸いこの学校は、

周辺は高所得者の多い地域であ り、生徒間に麻薬や暴力の問題は起 こっていない、という。

ヘー グラソ高等学校には、 自然科学科 と社会科学科がある。
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教 育の 特長 と して は、一 つは 、芸術教 育に特徴 を 出 して お り、芸 術活動(Estetisk

verksamhet。 音楽 も含む。)の 時間を190時 間に してい る。 もう一つは、国際化を重視 し

て、環境教育 と国際政治の教育に力を入れている。そのため、3年 生はブリュッセルに行 っ

て学んでい る。

見学 した化学の授業 は、 自然科学科の2年 生の授業で、受講生徒数 は19名 であ った。教

員は、教壇の机で大きな二 つの試験管に不均等に入 った赤茶色の液 を大 きな2つ のスポイ

トで交互に少 しつつ入れ替えてゆ く。 よ く理解で きなかったが、一定の温度の下での水素、

窒素、アソモニアない しヨー ドの反応が平衡に達するような ことの問題 ら しか った。教員

が黒板に書 いていた式は図IIの とお りであ った。

図II化 学の授業の板書(97年9月10日 へ一グラン高校 自然科学科2年 生)

担 当教員に よると、 この化学 の科 目は週に3時 間行われている。 自然科学科は1学 年1

クラスで1年 入学時は30名 か ら32名 である。学業についてゆけない子は数名だけれ ど社会

科学科 に変 更す る、この学年は特 に少な くな っているとい う。

(2)学 校 の 管 理 運 営 へ の 父 母 参 加 、 生 徒 参 加

この学校には、学校運営上の父母参加、生徒参加 の委員会がある(正 確な原語は未確認

なので、 さしあた り、通訳者 の訳語 「運営委員会」 によって 「学校運営委員会」 と してお

く。)。 学校運営の法的権限は校長が もってお り、学校運営委員会の役割 ・件格は、その

相 談 に乗 った り助 言を した り意見 を述 べ た りす る もの で あ り、英語 で は"advisory

committee"と で もいうべ き、要す るに校長の補助機 関のようで ある。 この種の委員会の

設置は教育法で定め られていると言 う。

この学校の学校運営委員会は、校長 と副校長 、父母代表3名 、教員代表3名 、生徒代表
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2名 の計10名 で構成 されている。

生徒代表は、中学生代表1人 、高校生代表1人 であ り、生徒会で選ばれている。(基 礎

学校の上級3学 年"h6gstadiet"と それ よ り下級の学年 とは実際上 も概念上 も区別 されて

いるので、便宜上、それぞれの生徒を中学生、小学生と言 うことに してお く。)

父母代表は父母会の委員会で選ばれている。 父母会 は、年間70ク ローナの会費を払 って

会員 にな る任意加盟の団体であ り、この学校 の460人 の生徒の親の うち約300人 、約2/3

が加入 してい る。父母会 に法的な権限があるわけではないが、校長 は父母 との関係を重視

して月に1回 は参加 して話を している(こ の父母会の根拠法規条文及び(二)の(3)の ⑦に

既述の 「ヘ ソモ ・ス コー ラソ」 との異 同は未確認。)。

学校運営委員会の議題は、①学校予算、②教育のテーマ ・内容、③年間計画などである。

② は教育の方法などは議論せず、 もっと総括的な ことであ り、③ については大筋 は法規で

定まっている。

教育内容 については、国際化 とか、来年 ス トックホルム市を文化都市にす ることへの対

応 とかが議題にな っているが、大 きな意見の対立はない。

最近の討論 内容で議論にな った重要なことには、後任校長人事 と予算がある。

セ ダス トレム校長 は、近 々、転任す る事になっていて、聞 き取 り前 日の9月9日 、学校

運営委員会の会議があって後任校長の審議 ・面接を した。通常は転出す る校長に後任につ

いての発言権 はないが、セ ダス トレム氏の場 合、たまたま転任先の職が校長の人事権を有

す る教育行政職なのでその面接 を主宰 した ものである(ス トックホル ム市の場合は、学校

区に校長の人事権がある。)。 この校長候補の審議 ・面接 ・試問に運営委員会の メソバー

は発言権を もって参加で きる。論理的には、 この面接に生徒代表 も発言権を もって参加で

きるが、生徒代表は参加 しなか った。また、セ ダス トレム校長の見聞では生徒代表が参加

した例 はない。 なお、校長にな る資格は、教育についての経験がなければな らないとい う

以上には法の規定がないので、推薦が重要 な要件になる。

学校予算 については、経済状態が悪 く、削減 されてきてお り、ヘーグラソ校で も何を削

減す るかが問題 になってい る。学校運営委員会で も、給食の手伝いの人数、図書館職員の

持ち時間、教員の研修費、教材費の うち、どれを削減 しどれを優先重視す るか、な どを審

議 した とい う。

(3)生 徒会

この学校では生徒会(と 言 っているが、 日本で言 う 「生徒役員会」ない し 「生徒委員会」

の ようである。)は3つ ある。小学生、中学生、高校生の各生徒会がある。生徒会の委員

は1学 級か ら1人 選ぶ。

今その顧問をや っているのは、看護婦の学校職員である。中学生、高校生の生徒会の委
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員た ちに、彼女 は、民主主義的 な会議の決定をす るときには どうい う形式が必要か とか、

責任を持つ こと、欠席 した場合には 自分か ら情報を得 るように努め ることなどを講義 して

いる。小学生たちには、各教員が教 えている。

毎週 金曜 日の1時15分 か ら1時45分 まで各学級で生徒の会議の時間を とってお り、 この

時間に委員の選出や各学級 の話 し合 いを し、学校全体 の問題 について もここで学級の意見

をまとめる。例えば給食がまずいとい うような ことがあればその会議の議事録をまとめて

校長の ところへ持 ってゆ く。

このような学級会の時間をとるべきことは法規では定め られていないが、実際上、スウェー

デ ソ全国ほ とん どすべての学校でや ってい る。

この学校の生徒会の活動で出 されている生徒の要求 内容は、高校生の場合、様 々な科 目

の テス トが重 なった りした ら大変だ、改善 して欲 しいとか(ス ウェーデソの高校では、 日

本の期末試、中間試験 のように試験期間を決めて科 目間調整をする習慣はない ようだ。)、

試験 のテーマを決めて欲 しいとか、パーテ ィや クラス旅行 について などである。

おわ りに

わずかな経験 と調査なので もとより断定的なことは言い得ないが、上述の ような調査 ・

見聞か ら得た若干 の感想を敢 えて次に述べてまとめに代えておきたい。

①職業能力の基礎の修得がかな り充分に、私的営利的にでな く公費でかつ学校で公的資

格 を有する教員によって行われているようで あ り、それが生徒 に安心や落ち着 きを もた ら

し学習効果 も大 き くなっているのではないか と思われた。

② 自然科学や社会科学の特別な学科な ど、 「できる子」が どん どん勉強す る コースはあ

り、その意味で良 くも悪 くもエ リー ト教育は行われていると思われる。

③ 今回の見聞か らの推測では、公的な制度や施策、学校運営が整 っているせいか、学校

の管理運営への生徒参加 ・父母参加や生徒の 自治的活動な どは、 この国の現状か らは、学

ぶ ところはそれほ ど多 くないか もしれないと思われた。

④20歳 まで無償で学校教育を受 ける権利が保障 されてい ることや、また、成人のための

高等学校 など定員 も多 く、学ぶ ことについては 「やろ うと思った らいつか らで もや り直 し

が効 く」 と言 って も言い過 ぎでない程 の状況は、何 とい って もすば らしいと思われ る。

⑤経済 ・財政問題は、福祉国家 スウェーデソの教育 にも困難を もた ら しつつある。 しか

し、教育行政担当者や学校管理職の言動か らは、教育を受ける権利を保障 してゆ くこの国

の制度を彼 らが誇 りに思 っていることが感 じとられた。 もしそ うであれば、 この国やその

人々が経済的財政的困難 に立ち向か う姿勢や方法か らも私 たちは多 くを学んでゆ くことが

できるであろう。
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注

1)長 文 に な る が 、学 校 教 育 を理 解 す る 大 前提 と

して 、 ス ウ ェー デ ソの 国 家 と政 治 の 成 り立 ち の

基 本 を 次 に 記 して お く。

[ス ウ ェー デ ンの 国 家 と政 治 の 成 り立 ち]

ス ウ ェー デ ソ は 、人 口約875万 人(93年)、 言 語

は ス ウ ェー デ ソ語 が 主 で あ る。 国 土 は 、 ス カ ソ

デ ィナ ヴ ィ ア半 島 を 縦 に2分 して ノル ウ ェー と

分 か ち 合 った 南 東 部 分 と隣 接 諸 島 を 占め 、 面 積

約45.0万m2、 概ね 北緯55Q～68° 、東 経11° ～24°

間 に位 置 して い る。 ス ウ ェー デ ン、 デ ソマ ー ク、

ノル ウ ェー は 歴 史 的 社 会 的 文 化 的 には 極 め て 同

質 、 共 通 の 要 素 を 有 して お り、 人 種 的 に は8世

紀 末 か ら11世 紀 半 ば 迄 ヴ ァイ キ ソ グと して 活 動

した こ とで 知 られ る北 方 ゲル マ ン人 ・ノル マ ン

の 子 孫 が 主 流 を 成 して い る。1397年 以 後 、上 記

3国 の 間 で デ ンマ ー クの 支 配 に よ る カ ル マ ル連

合 とい う 同君 連 合 が 成 立 して いた が、1523年 に

ス ウェー デ ンが デ ソマ ー クか ら独 立 し、 また 、

ナ ポ レオ ン戦 争 後 、 同君 連 合 の もとで ス ウ ェー

デ ソの 支 配 下 にお かれ て い た ノル ウ ェー が1905

年 に ス ウ ェー デ ンか ら独立 して 、現在 の ス ウェー

デ ソ国 家 の枠 組 み が定 ま っ た(以 上 、百 瀬 宏 ・

村 井 誠 人 監 修 『北 欧』96年 ・新 潮 社 、角 田文 衛

編 『北 欧 史 』95年 ・山川 出版 、 参照 。)。

現 在 の ス ウ ェー デ ン王 家 の祖 は 、 フ ラ ン ス人

で 革 命 の 中 で一 兵 卒 か ら身 を 興 しナ ポ レオ ン ・

ボ ナ パ ル ドの下 で 元 帥 とな った ジ ャ ソ ・ベ ル ナ

ドッ トで あ る。 彼 は1810年 、 ス ウ ェー デ ン議 会

の指 名 に よって 王 位継 承 者 と して招 か れ カー ル ・

ヨハ ソ と改 名 し、1813年 ラ イ プ チ ッヒの 戦 い で

連 合 軍を指 揮 して フ ラ ソス軍 を 破 り、1818年 カー

ル14世 と して 王 に 即位 した 。 ス ウ ェー デ ンは こ

の ライ プ チ ッヒの 戦 い を 最 後 に 、 以 後 今 日迄 戦

争 を 行 っ て い な い(武 田龍 夫 『物 語 北 欧 の 歴

史 』93年 ・中 央 公 論 社 ・89-96頁 、 樺 山 絋 一

『ク ロ ニ ック 世 界 全 史』94年 ・講 談 社 、参 照)。

ス ウ ェー デ ン現 代 政 治 の 大 きな 流 れ は、1870

年 代 に 大 型 ス トラ イ キを も伴 って 展 開 され る よ

う に な っ て い た 労 働 組 合 運 動 を 基 盤 と して 、

1889年 に ス ウェー デ ン社 会 民主 労働 者 党Sveriges

Socialdemokratiskaarbetarepartietが 結 成 さ

れ 、1898年 に 同 党 を 支 え る 全 国 的 な 労働 運 動 団

体 と して の 労 働 組 合 全 国 組 織LOが 結成 され た

こ とに 始 ま って い る。 ス ウ ェー デ ソ社 民 党 は 、

労 働 者 の 権 利 保 障 と議 会 制 民 主 主 義 を 通 じて 混

合 経 済 、 完 全 雇 用 と福 祉 の 充 実 に よ って 社 会 主

義 の 理 想 を 達 成 す る道 を 選 び 、 普 通 選 挙 権 運 動

を 展 開 し、1914年 選 挙 で87議 席 を 獲 得 して 第 二

院 の 第 一 党 に 躍 進 し、1917年 のN・ エー デ ソ首

相 の 自 由党 ・社 民 党 連 合 政 権 に 参 加 した 。 この

内閣 の 下 で1918年 一19年 、 憲 法 が 改 正 され 、 上

院 議 員(当 時 二 院 制 だ った 。)の 選 挙 人 を 選 ぶ

県 会 及 び6大 都 市 の 市 会 、 ス トッ クホル ム市 会

選 挙 権 者 の 資 格 が 公 民 権 を 有 す る満 年 齢27歳 以

上 の男 女 と され る と と もに 、 国会 議 員 選 挙 に女

性 の参 加 が 認 め られ た。 社 民 党 は 、1920年 に初

め て単 独 政 権 を組 織 し(7カ 月)、 以 後 常 に第

一 党 を維 持 し、32年 に本 格 単 独政 権 を形 成 して

以 後 は 、76年 一82年 間 と91年 一94年 間 の 保 守 ・

中道(中 央 党 、穏 健 党 、 国民 統 一 党)連 立 内閣

の期 間 以外 は常 に最 大 与 党 と して政 権 に参 与 し

て きた(ス ウ ェー デ ソ現 代 政 治史 に つ い て 岡沢

憲 芙 『ス ウ ェー デ ンの挑 戦 』91年 ・岩 波 書 店 、

参照)。

現 在 は 、94年9月 の総 選 挙 に よ って 、 国会 議

席349の 配 分 は、 社 民 党161(得 票率45.3%)、 左

翼 党22(6,2%)(以 上 が 社 会 主 義 ブ ロ ッ ク)、

穏 健 党80、 中 央 党27、 国 民 党 ・自 由党26、 キ リ

ス ト教民 主社 会 党15(以 上 が ブル ジ ョワ ・ブロ ッ

ク)、 環 境 党 ・緑 の 党18(5.0%)、 新 民 主 党

議 席0(1.2%)と な っ て お り、社 民 党 が 単 独

相 対 多 数 政 権 を 形 成 して い る。 な お 、 国 会 は 、

1971年 か ら一 院 制 、 議 員 の 任 期 は94年 当 選 議 員

か ら4年 、 議 員 選 挙 は 比 例 代 表 制 、 選 挙 権 者 は

18歳 以 上 で あ る(岡 沢 憲 芙 『ス ウ ェー デ ソ現 代

政 治 』88年 ・東 京 大 学 出版 会 、 同著 『ス ウ ェー

デ ソを検 証 す る』96年 ・早 稲 田大 学 出版 会 、参

照 。94年 選 挙 結 果 は後 者223頁)。
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大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第17号(1997年)

2)SWEDISHMINISTRYOFEDUCATION

ANDSCIENCE,T々6Sω6漉 曲E磁cα'∫oη

Sys'6溺,Stockholm:March1995.(全 文

A4判42頁)

和 文 文 献 と して は 、 文 部 省 編 集 『諸 外 国 の 学

校 教 育(欧 米 篇)』(96年 ・大 蔵 省 印 刷 局)の

中 で 、 澤 野 由 紀 子 氏 が 「ス ウ ェ ー デ ソ」 に つ い

て 叙 述 して い る(2-15頁)。

3)こ の 法 律 に 関 して 、 ス ウ ェ ー デ ソ教 育 科 学 省

は7'加5ω64∫ 曲E4κcα'ゴoη5夕s'6鯛 で`the

EducationAct'と 英 訳 し て い る 。

本 稿 は 基 本 的 な 語 に つ い て ス ウ ェ ー デ ン語 又

は 英 語 を 示 し、 そ の 場 合 、 英 語 は ス ウ ェ ー デ ソ

政 府 ・地 方 自治 体 機 関 の 発 行 す る英 文 資 料 に よ っ

て い る が 、 上 記`Skollagen'の 場 合 の よ う に 、

ス ウ ェ ー デ ソ政 府 等 の 英 訳 に は 語 の 直 訳 で な く

意 訳 の 場 合 も い く つ か あ る と 思 わ れ る 。

4)こ こ で は 、 高 校 教 育 を 受 け る 権 利 に つ い て 、

次 の よ う に 記 さ れ て い る 。

"Thi
sappliestoallresidentsuptoand

includingthefirstsixmonthsoftheyear

oftheir20thbirthday."

ま た 、skolverket(学 校 庁)1997年 発 行 の リー

フ レ ッ トσPPERSECOND/1R}/5CHOOLに

よ れ ば"uptoandincludingthecalendar

yearinwhichthepupilis20"(「 生 徒 が

20歳 に な る 暦 年 ま で 」)と 記 さ れ て い る 。

5)前 掲 σPPE尺SECOIVD/4π}75CHOO乙.

6)こ の 段 落 は 下 記 に よ る 。

SwedishMinistryofEducationandScience,

1994Cz477ゴ6御1π 〃z/b7"zoCo〃zρz"∫07アScぬool

Sしソs'ε〃7r」乙ρ094ノ.

ThesameMinistry,1994C%77磁1%規 ∫oγ

'加 ノVoκ一Co7吻z〃so7夕Sε 加01Sツ ∫'醐 伍 ρア

94ソ.

7)前 掲 『諸 外 国 の 教 育 制 度 』8頁 。

8)岡 沢 憲 芙 『ス ウ ェ ー デ ン を 検 証 す る 』96年 増

補 版 ・早 稲 田 大 学 出 版 部 ・49頁 。

9)StockholmsStad,M6π 侃4Wo規 侃 吻

s'06々んo〃η1995,p.21

10)7'加S躍04納E4%6α ∂々ηSy∫'6〃z,pp.26 ,27及

び 『諸 外 国 の教 育制 度 』10頁 。

11)τ 加Sω64納E4πcα ≠1∂η5ys'6翅,pp.36,37及

び 『諸 外 国 の 教 育 制 度 』10頁 。

12)『 諸 外 国 の 教 育 制 度 』13頁

13)福 本 歌 子 「ス ウ ェー デ ンの地 方 自治」 ・藤 岡

純 一 編 著 『ス ウ ェー デ ソの 生 活 者 社 会 』(93年

・青 木 書 店) 、 及 び 、 穴 見 明 「コ ミュ ー ン ・デ

モ ク ラ シー 」 ・岡 沢 憲 芙 ほ か 編 著 『ス ウ ェー デ

ンの政 治 』94年 ・早 稲 田大 学 出 版 部 、参 照 。 教

育 権 限 配 分 は 後 者110頁 。 『諸 外 国 の教 育 制 度 』

が 「郡 」 と記 して い る の は"landsting"だ と

思 わ れ る の で 同 書 の 引 照 に 際 して は 「郡 」 を

「県 」 と置 き換 え た 。

14)『 諸 外 国 の 教 育 制 度 』13頁

15)本 稿 で は 、 コ ミュー ソ と して の ス トック ホル

ム を 「ス トッ クホ ル ム 市 」 と記 す 。 地 方 自治 体

と して の 「ス ト ックホ ル ム 」 に は 、 地域 的 に は

こ の ス トッ ク ホ ル ム市 部 分 を 含 む よ り広 域 な

「県」 と して の ス トック ホル ム もあ る。 ただ し、

両 者 は 上 下 関 係 に は な く、そ れ ぞ れ 独 立 の権 限

を 有 す る。

16)こ の 項(1)の 記 述 は 、 聞 き取 り及 び下 記2資

料 よ る。 この 両 資 料 の 大 半 の 内 容 は 同一 で あ る

が 多 少 の 異 同 が あ り、 後 者 に は議 員一 覧 が 付 せ

られ て い る。

① ス トックホル ム市 ・行政 管 理 局発 行 「ス トッ

クホル ム市行 政 の あ らま し」(和 文)1997年5月 。

②TheCityofStockholm'sExecutive

Office,τ 乃∫sお んozoS'oc々1zo1〃τガ∫goη67ηθ4,

February1997.(英 文)

なお 、上 記 ② のMayorお よ びVicemayorsは 、

① で は 「コ ミ ッ シ ョナ ー」 と記 され て い る 。

17)STOCKHOLM・STADArbetsmarknad-och

utbildningsf6rvaltningen,レ7α4s々 α ブαg

〃ク〃αP,1997,sidorna48-50.

18)STOCKHOLM・STADArbetsmarknad-och

utbildningsf6rvaltningen,57'OCκHOLMS

Gγ ル歪N/1∫伍 噛∫κOLC呪1996/97。

19)γ α6♂sα々ノogzノ〃σα,♪,sidan7.

20)注4)前 掲OPPEκSECαVDレ4Ry'SCHOO五

21)93年 度 ス ウ ェ ー デ ソ全 国 統 計 は 次 の と お り

一189一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

ス ウ ェー デ ソの 高 等学 校

(丁 陀ε5'z〃6ゴ商んEd%cσ'`oη5ンsホ 召〃¢,pp.27,37)。

義 務 教 育

全 学 校 数:4,826

う ち 私 立 学 校 数:166

(indipendentschools)

全 生 徒 数:893,932

う ち サ ミ 学 校:111

私 立 学 校:13,689(1.5%)

後 期 中 等 教 育

全 学 校 数:638

う ち 私 立 学 校 数:59

全 生 徒 数:313,662

う ち コ ミ ュ ー ソ立 学 校:218,216

県 立 学 校:28,876

私 立 学 校:5,570(1.8%)

22)表IV～ 皿 は 、S市 労 働 市 場 ・教 育 行 政 部 提 供

資 料 。

23)注17)前 掲 冊 子。

24)こ の点 に 関 して前 出1994C%77♂cπ1蹴 ∫加

漉6Noη 一Co〃21)κ1soη56海ooJSys'6〃z¢ ρ∫94ノ

は 冒 頭 に 次 の よ うに 定 あ て い る。

「1.基 本 的 価 値 と学 校 の 仕 事

1.1基 本 的価 値

民 主 主 義 は 国 の 学 校 制 度 の 基 礎 を 成 す 。 教

育 法(1985年11月)は 、 学 校 の 活 動 が 基 本 的 な

民 主 主 義 的 価 値 と一 致 して 行 わ れ な け れ ば な ら

な い こ と、 並 び に 、 学 校 に 働 くす べ て の 者 は 各

人 が 本 来 的 に有 して い る価 値 及 び 私 た ちす べ て

が 共 有 す る環 境 を 尊 重 す る こ とを 励 ま さ なけ れ

ば な らな い ことを 定 めて い る(第1章 第2節 、

第9節)。 」

25)PUと い うの は3年 の 学 習 の後 、高 校 で 学 習

す る 、我 が 国 の 高校 専 攻 科 の よ うな 、特 別 の課

程 で あ る。

1997年10月21日
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